
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高齢者の安全運転と移動手段の確
保を」 議会が意見書を提出 

9月定例会で、市議会は「高齢者の安全運転と移動

手段の確保を求める意見書」を全会一致で可決し国に

意見書を提出しました。 

意見書は、高齢運転者の安全運転を支援する装置の

購入支援や、安全運転サポート車に限定した免許の導

入検討、免許を自主返納した高齢者の移動手段を確保

するためのコミュニティバスや乗り合いタクシー導

入への財政支援を国に求める内容です。 

（上）犬山市コミュニティバス 

（下）大口町コミュニティバス 
ともに、一乗車大人 100円 

一日乗車券大人 200 円 

 

 
 

 

 

 

 

水道料金を来年 4月から平均 18％も 

値上げする改定案を市議会が可決しました。 

市民の暮らしが第一と、大幅な値上げに反 

対したのは日本共産党議員団だけでした。 

公共交通取り上げる議員も急増 

９月議会では、高齢者の生活の足の確

保や、高齢者の安全運転、地域主体の巡

回バスの取り組みなど、公共交通をテー

マに質問した議員が、日本共産党議員も

含め６人もありました。 

いこまいＣＡＲ頼みの公共交通では

困る、何とかしてほしいという市民が多

い現状を、反映しているのではないでし

ょうか。 

「江南市にも便利な巡回バスを」「バ

ス停まで行けない高齢者、障がい者のた

めの移動手段の確保を」…日本共産党議

員団は、皆さんと力を合わせて頑張りま

す。 

 

東郷町巡回バス「じゅんかい君」 
65歳以上、子ども、障がい者は無料 

一乗車大人 100円 

 



●財源は消費税増税分で、

子育て世代の暮らしを圧

迫。無償化の恩恵は、支援

が最も必要な低所得層に

薄くなってしまいます。 

●来年度以降の財源は、公

立保育園は全額を市町村

が負担。交付税措置があり

ますが不透明です。 

 

発行：日本共産党江南市議員団 
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切実な市民要望も置き去りです。市議会が

請願を採択した「子どものインフルエンザワ

クチンへの助成」や傷んだ生活道路の修繕、

学童保育の 6年生までの拡充、巡回バスなど、

まったなしの要望も進んでいません。 

むだ使いキッパリ止めて、お金の使い道を

市民の暮らし・福祉優先に変え、市民要求実

現をと声をあげていきましょう。 

施設 主食代

保育園 ３～５歳児 無償化 4,500円 950円

年収360万円未満の世帯と

第3子以降は無料

０～２歳児 市民税非課税 無料

世帯無償化

幼稚園 ３～５歳児 月額25,700円 実費徴収

まで無償化 年収360万円未満の世帯と 実費徴収

第3子以降は月額4,500円ま

で無料

保　育　料 副食代（おやつ代含む）

9月議会で判明したのは、財政調整基金の急激

な減少など市財政がひっ迫してきた深刻な現状

です。 

新ごみ処理施設や鉄道高架、布袋駅東開発、学

校給食センター建て替えなど大型事業が山積み

にもかかわらず、布袋駅周辺の過大な道路整備

や、名鉄いいなりの財政負担をあいかわらず続け

ています。 

一方、保育園の 40年も使っていた古い空調設

備が猛暑の最中に故障する緊急事態が発生しま

した。さらに古い他 2保育園の空調も心配です。

老朽化が著しい老人福祉センターは、建て替えの

目途も立っていません。 


